
ドレイクの方程式とは、1961年アメリカの天文学者フランク・ドレイク氏が考案した 

天の川銀河における星間通信ができる高度文明の数を推定する式です。 

 

 

 

 

この仮定ではドレイクの方程式に従うと 3つの高度文明が存在することになりました。 

すなわちこの銀河系には僕たち地球以外に残り２つの知的生命の生きる惑星があります。 

 

 


